
デー タベ ースの利用 による

生命科学研究活動の変化

薬学部講師 川 畑 篤 史

2、 薬学部図書分 室のChemicalAbstract

と図書館での電話回線を介する情報検索

サービスが主流であったころ

1980年 代の私 の研究活動 は、今か ら思え

ばかなりのんびりしていた。薬学部の図書分

室には当時ChemicalAbstract以 外に有効

な検索法がなかったので、 これを使 って生命

科学分野のことを調べていた。また、毎週送

られて くるCurrentContentsか らキーワー

ドあるいは雑誌を搾って論文 タイ トルを手当

たり次第に読んでいた。一度図書分室に入 っ

たら半日以上かかって限 られた研究情報を収

集 していたのが思 い出される。今では考えら

れないほどの時間と労力を情報収集に費やし

ていたのである。その後、図書館で電話回線

を介するMedlineやChemicalAbstractな

どの情報検索サー ビスを利用するようになり、

かなり有効に情報を集められるようになった。

しかし、問題はそのコストであった。回線使

用料などは当初 は図書館が善意で負担 して く

れていたと思 うが、ある時期か ら受益者負担

となったため、一度検索を依頼すると諸費用

が数千円はかかったと記憶 しており、教員と

いえどそう頻繁に利用するわけにはいかなっ

た(確 か研究室費 としては手続 き上処理 しに

くかったようである)。学部学生や大学院生

などに至 ってはかなり利用が難 しかったと記

憶 している。また、得ていた情報は通常論文

タイ トルのみで、アブストラクト(論 文要旨)

までは経済的にとても手が届かなかった。

1.は じめに

生命科学分野における最先端の研究で大き

な成果をあげる(競 争を勝ち抜 く)た めには、

最新の研究情報をできるだけ早 く収集、解析

し、それに基づいて次に自分がどの様な戦略

で研究に臨むかをいち早 く決定 しなければな

らない。言い換えれば、現在の研究はある意

味で情報戦争の様相を呈 している。欧米の多

くの研究者たちの間にはプライベートな交友

関係による情報 ネッ トワークができており、

学術雑誌に投稿 された論文の審査員から情報

が漏れてくることも珍 しくない。一方、地理

的にもまた文化的にも遠い私たち日本の研究

者にはそのようなホットな情報はなかなかす

ぐには伝わってこない◎そういった意味では、

データベースが有効に利用できるようになっ

た今日は日本の研究者にとって非常にありが

たい。

昨年より、近畿大学中央図書館にCurrent

Contents,ChemicalAbstract,Medlineな

どのCD版 データベースが設置され、学内の

教職員がオンラインで利用できるようになっ

た。これに伴い教育 ・研究面でどの様な変化

がおこったかなどにっいて原稿を書いてくれ

ないかとの依頼を図書館の方か ら受けた。 し

か し、この1年 間での変化となるとなかなか

原稿執筆が進まない。そこで、私が近畿大学

に勤務 し始めた1980年 代 まで遡 り、 デー タ

ベースの利用と私の教育 ・研究活動の関係が

現在までにどう変化 してきたかを辿ってみた

いo
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3.一 酸化窒素(NO)の 研究 とフロッピー

版CurrentContents

昨年のノーベル生理学賞は生体内における

NOの 役割を解明 した3人 の研究者が受賞 し

た。 これは、昨年か ら世界中で話題になって

いるあの男性性機能不全治療薬バイアグラ開

発のもとになった研究で もある。1990年 ～

1992年 頃は、神経系にお けるNOの 役割が

注目され世界中の基礎研究者がNOの 研究

に参入 し始めていた。私はこのころ偶然の成

りゆきで痛 みの神経情報伝達 とNOに 関す

る研究をすることになり、激 しい研究競争に

巻 き込 まれる事になった。 こうなると最新の

研究情報を出来 るだけ早く入手する必要性に

迫 られ、 これまでの情報収集のやり方では間

に合わなくなった。ちょうどその頃、薬学部

の教員何人かでお金を出 し合 ってフロッピー

版CurrentContentsを 個人購入することに

なり、 これが非常に役にたった。経済上の理

由か ら論文 タイ トルのみの情報であったが、

毎週送 られてくる情報をもとに必要な論文を

いち早 く取 り寄せ、競争相手の動向を見なが

ら自分の研究を進めることが出来た。すべて

の雑誌に掲載 された論文をCurrentContents

でカバーできるわけではないが、インパ クト

ファクター(一 般的に学術雑誌の質の評価の

指標 とされ る被引用頻度:香 散見草、1998

年28号1～4頁 参照)が ある程度以上ある

雑誌の論文のタイ トルはすべて これで見るこ

とができた。最先端の研究分野の論文はほと

んどインパク トファクターの高い雑誌に掲載

されるので これで十分で あ った。 また、

CurrentContentsに 掲載 されないような雑

誌の論文や英語以外の言語で書かれた論文は

たとえ内容がよくても世界的には無視されて

しまう傾向も見受けられた。流行の研究にす

ぐに飛びつくよりも、独創性の高い研究を地

道に続けることが本来の研究のあり方である

ことは言うまでもない。 しか し、いくら独創

的な研究であってもそれが世の中あるいは人

類にとって重要なものであれば、世界中の研

究者が次第にその研究分野に参入 してきて、

結局 はその分野 の研究 が さらに活性化 され新

たな発見 が もた らされる ことも少 な くない。

そ うい う意味 では、少 な くとも生命科学 分野

の研 究 者 は で きれ ば英 語 で論 文 を書 き、

CurrentContentsやMedlineな どのデーター

ベースでカバ ーされている学術雑誌 に投稿 す

る ことが責務 であると私 は考 えている。

4、 薬学部LANとCD版Medline

私がNO関 連 の仕事を中心に研究活動 を

行 っていた199G年 代前半 は、上述のように

最新の研究情報を個人購入 していたフロッピー

版CurrentContentsで 得ていたが、や はり

研究を行う上では少 し古い論文 も検索する必

要がある。CurrentContentsの 情報 はコン

ピューターのハー ドディスクに随時保存 して

いたが、せいぜい半年分 くらいまでであった。

また、毎週送られてきた情報をコンピューター

にためておいても、 これ らを一度 に立ち上げ

て同時に検索することが出来なかったので、

過去に遡って情報検索するのには不向きであっ

た。そこで半年以上前の論文の検索には、図

書館の電話回線を介する情報検索サービスを

依然利用せざるを得なかった。

以前より、過去の薬害問題 との関連で、病

院薬局における薬剤師の医薬品情報業務を充

実 させて医薬品の有害作用を薬剤師が監視す

るべきであると言われており、当時本学薬学

部においても学生に対す る情報薬学教育を充

実 させる必要に迫 られていた。そこで、1994

年薬学部にコンピューター実習室が設置され、

同時に薬学部内LANが 整備された。 そ して

1995年 、薬学部でCD版Medlineを 導入す

ることになり、学部内LANを 介 して研究室

か ら情報検索を行 うことが出来 るようになっ

た。 このCD版Medlineで は、論文 タイ ト

ルとアブス トラク トの両方を見 ることができ

たので、過去の研究情報を検索するには非常

に便利であった。 タイ トルだけだと、論文の

中身が本当に必要なものであるかどうかはっ

きりしないので、実際の論文を取 り寄せた場

合に内容が少 しずれていたということが多かっ
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たが、 ア ブス トラク トを読んでか らだ とそ う

い う事 はほ とん どな くな った。 しか し、CD

版Medlineよ り得 られ る情 報 は、 当時 は早

くて も4～6ケ 月前 に出た論 文なので、最 新

の研究情報 は依然 として個人購入 して いた フ

ロッピー版CurrentContentsに 頼 らざ るを

得 なか った。

そ してこれと前後 して、学 内か らインター

ネ ッ トへ の接続 がで きるよ うにな った。特 に

emailの 利 用 はい ろんな意味で画期的 であ っ

た。余談 であるが、1996年 夏 か ら一 年 間、

私 はカナダのカルガ リー大学医学部薬理学教

室Hollenberg教 授 の紹 介 によ り、 附属 病院

薬剤部で臨床実務研修 をす ると同時 に、彼 の

研究室で実験を させて もらう機会 を得 た。 当

時の薬学部長小木曽太郎教授 と学部 の教授 の

方々の ご厚意 により実現 した もので ある。 こ

の時の留 学 に際 し、HoUenberg教 授 との研

究内容の打 ち合わせか らアパ ー トの手配 に至

るまでを、emailを 利 用 して離 日前 に済 ませ

ることができたので、実際 にカルガ リーへ行 っ

た ときの生活が非 常 にスムー ズにスター トで

きた。 また、 留学 中 も毎 日の ように近畿大学

の同 僚や他 の 友人 とemailで 連 絡 を とって

いたので、 カル ガ リーに いて も近畿大学や 日

本 の状況 が手 に とるようにわか った(む しろ

日本 の事 を忘 れて仕事 を した方が良か ったの

か も しれな いが)。1997年 夏 に帰国 して か ら

も、Hollenberg教 授 との共同研究を一部行 っ

て いるが、emailで1日 に数回 のや りと りを

しなが ら研究 に関す る議論をす ることもあり、

まだ留学 が続 いてい るよ うな錯覚 さえ感 じる

ことがあ る。

5.カ ナダ ・カルガ リー大学医学部におけ る

学術情報 の収 集

ここで、留 学先の カル ガ リー大学 にお ける

情報 システ ムが どうであ ったか につ いて も触

れてお きたい。 当時 カル ガ リー大学の医学部

図書館 に はCurrentContents,Medlineを

含 むい くっかのCD版 デー タベー スが導 入 さ

れてお り、基礎研究者 は もちろん臨床医、薬

剤師、看護婦 など も有効 に これ らを利用 して

いた。 また、 オ ンライ ンを介 して研 究室か ら

もこれ らの データベースにア クセスす る事 が

で きた。 附属病院 で臨床薬学研修 を させて も

らって いる間 に も、臨床 で出て くる問題 に対

処す るため に、担当 の薬剤師 と一緒 に何度 か

デ ータベ ースを利用 して検索 を行 った。

は じめ にも触れ たが、 もう1っ 驚 いた こと

は研究者 間の プライベー トな情報 ネ ッ トワー

クであ る。Hollenberg教 授 の研究 テーマの1

つ は ごく最近 にな って発見 され たプロテアー

ゼ受容体(PAR)に 関 す る もの で あ り、 私

もそのテーマに沿 った研究 を して いたQ私 が

カル ガ リーに行 った当時 はPAR-1とPAR-2

と い う2つ のプロテアーゼ受容体 しか見っかっ

ていなか ったが、留学期 間 も半ばを過 ぎた頃、

Hollenberg教 授 が 「と うと うカ リフ ォル ニ

アのグループによ ってPAR-3が ク ロ・一ニ ン

グ さ れ た よ。 来 月 か 再 来 月 に 発 行 され る

Nature(世 界 で最 も権 威 あ る学 術雑 誌)に

掲載 され ると思 う」 と私 に話 しかけて きた。

ど こで その情報 を知 ったのか と訪 ね る と、

「ちょっと友人 か らの情報で ね」 と答 えた。

数 日後 にはPAR-3に 関 す る さ らに詳 しい情

報が ど こか らか手 に入 り、次 の週 には私 を含

む ラボの メ ンバ ーはそれに基づ いた研究 に早

速 とりかかることになった。何 とスピーデ ィー

な動 きか と内心驚 いたと同時 に、最先端 の研

究分野 にお ける情報収集が いかに重要 であ る

かを再認識 した。 その後 も、学術雑誌 に出 る

前 のゲ ラ刷 りの論文の コピーなど もどん どん

研究室 に送 られて きた。1997年 夏 に は、 私

の留学 生活 も無 事終 了 し帰 国 とな ったが、

Hollenberg教 授 の影響 で私 もプ ロテア ーゼ

受容体 に関す る研究に興味を もち、彼 とは違 っ

た観点か らこの受容体 の研究 を続 け ることに

した。 そ して、 帰国 後 半年以 上 経 った1998

年4月 の あ る日、Hollenberg教 授 がemai1

でPAR-4が 新 たにク ロー ニ ング され た こと

を私 に教 えて くれ た。 そ こで、私 の方で も早

速 その情報 を もとにいち早 く新 たな実験 系を

組み、後 にある程度 の成果 を上 げ ることが出
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来 た。PAR-4に 関 す る実 際の論文 がNature

とProc.Natl.Acad.Sci.USAに そ れ ぞれ

異 な った2っ の グルー プか ら出 された(雑 誌

に掲載 された)の は同年6～8月 にな ってか

らの ことであ る。CD版Medlineで この論 文

が見 っけられ るようになったのは同年秋になっ

てか らである。

6.中 央図書館へのCD版 データベースの導

入とインターネットを利用 した情報検索

昨年、以前か ら薬学部で独自に導入 してい

たCD版Medlineが 中央図書館へ移行され、

またCD版CurrentContentsやChemical

Abstractも オンラインで利用できるようになっ

た。やや遅すぎた感 もあるが、 これは近畿大

学の教員、大学院生、学部学生にとっては非

常に意義のあることだと患う。生命科学分野

の研究ではCurrentContentsとMedlineを

主に活用することになると思 うがそれぞれに

特徴がある。前者はできるだけ新 しい情報 を

すばや く漏れな く収集するのに有用であり、

後者 は若干情報が遅いが現在か ら数年前まで

遡 って情報検索するのに向いている。また、

2っ のデータベースではカバーしている雑誌

が少 し違 うので両方を活用することでより広

い情報を得 ることができる。いずれもタイ ト

ルのみならずアブス トラク トが見れるので、

検索 した論文の内容をかなり把握 した後で、

本当に必要な論文だけを取 り寄せることがで

きる。また、実際の論文を読まなくてもアブ

ス トラク トを読むだけで十分なものもある。

情報検索のスピー ドアップ、効率化への貢献

は計 り知れない。また、教育面でのメ リット

も大きい。薬学部の医薬品情報実習でも中央

図書館のCD版 データベースを有効に利用 し

ているようであり、また、今ではほとんどの

研究室に学部4年 生や大学院生用のコンピュー

ターがあるので、研究室か らのアクセスも簡

単に行える。例えば、研究に関する学生との

ディスカッションのなかで、情報検索を要す

る問題点が生 じた場合、その場で 「ちょっと

そのあたりを調べてみようか」と言って机の

横 にあるパ ソコ ンを介 して中央図書館 にア ク

セ ス し5分 以内に問題が解決 され、さらにデ ィ

スカ ッシ ョンを進め るといったことは珍 しく

な い。 また、実験をや って いる途中 に何 らか

の問題が生 じた とき、その場で研究室か ら情

報検索 して問題が解決 され、実験 をそのまま

継続す るといったことも日常茶飯事で ある。

10年 前 には想像 もっか なか った ことで あ る。

最近では、 インターネットを介 してMedline

な どのデータベースを無料で利 用す ることもで

きる。 特 に私が愛 用 して いるの は、 米 国 の

NIHか ら出ているPubMedと い うMedlineの

情 報検索である。 この情報 の内容 はほぼ毎 日

更新 されており、 また、 インパ ク トファクター

の高いメジャーな学 術雑 誌 の論 文 は、 雑 誌へ

の掲載 とほぼ同時に このMedlineに 情 報 提 供

が な され る こと も少 な くな いの で 、CD版

Medlineは もちろんCD版CurrentContents

よ りも早 く情報が得 られることも多い。私 はほ

ぼ毎朝 このPubMedに ア クセス し、 前 述の プ

ロテアーゼ受容体に関する最 新情 報をチェック

しており、 この作 業が現在 の私 の研究 活 動の

ベースとなっている。 しか し、欧米の研究者 間

のプライベー トな情 報網 を考えると、私たち 日

本人研究者 は依然 として不 利 な状 況 にあるこ

とは間違 いない。 インターネッ ト上で利用 で き

るPubMed以 外 の情報検索 サー ビス もいろい

ろ試 してみたが、 情報の早 さという観点か ら私

にとっては現 時点 ではPubMedが ベ ス トであ

る。ただ、最近 は利用 者が増 えたせ いか、 午

後になるとアクセスしにくくな って きてい る。

どの段 階が問題であるのか私 には解 らないが、

今後 ますます利用者が増えてい くのは確実であ

るので、何 らかの対処が必 要であろう。

最新 の学術情報 を得 るための もう一っの方

法 は、各学術雑誌 が作 ってい るホー ムペ ージ

にア クセ スす る方 法 であ る。Nature,Proc.

NatLAcad.Sci.USA,BritishJournalof

Pharmacology(BJP),JournalofPhysiology,

JournalofPharmacologyandExperimental

Therapeuticsな ど、私 の研 究 テ ーマ に関 連 し

た論文が多数掲載 され る雑誌 につ いては、定
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いるので、 ここに書いた内容は他の研究者に

は必ず しも当てはまらないように思える。研

究に関する私の考え方に対 して批判のある方

もおられると思 うが、まあ、こういう考え方

の研究者 もいるのだなあという具合に気楽に

受け取 ってもらいたい。 また、10年 以上前

のことにも触れたため、若干記憶の定かでな

いところもあったと思 うので、 この点も併せ

てご容赦頂ければ幸いである。

期的 に各雑誌 の ホームペ ージを介 して最 新号

に掲載 され る論 文の タイ トルをすべて チェ ッ

クしてい る。各学 術雑誌の ホームペ ージに論

文 タイ トルおよび アブス トラク トが出て くる

のは、 デー タベー スへの掲載 よりも早 いの は

言 うまで もないが、実 際の雑誌 が 日本の大学

の図書館へ届 くよ りも1～3ケ 月 は早 いので、

これ をチ ェックしてお くことは特 に海外 の研

究者 と競合 する仕 事を行 ってい る場合 は非常

に有用で あ る。 しか し、 これ はかな り労 力の

いる作業 で、私 自身、 チ ェックす る雑誌 の数

を これ以上増 やす ことは時間的 に不可能 であ

る。 ただ、NatureとBJPに 関 してはメ ー リ

ング リス トに登録 してお り、 毎週(BJPは

隔 週)発 行 され る雑 誌 の論 文 タイ トルが

emailで 送 られて くるの で幾分手間が省 ける。

しか し、 メー リング リス トへの登録 も雑誌 の

数が増え ると大変 なので最重要 な雑誌のみ に

留あておかな ければな らな いQ情 報が氾濫 し

す ぎるとかえ って マイナスとな る。

7.お わりに

このように、現在私は中央図書館のCD版

データベース、インターネット上で利用でき

る無料のMedlineな どのデータベース、 さ

らに各学術雑誌のホームページとメーリング

リストなどを併用 しなが ら出来るだけ新 しい

学術情報を得 るように心が けている。1980

年代のあののんびりとした情報収集活動と比

べれば雲泥の差である(あ の頃の方が気楽で

良かったかもしれないが)。 今後 はどうなっ

ていくのであろうか。現在でも個人単位では

行われ始めているように、図書館が学術雑誌

をインターネットを介 して定期購入 し、それ

を私たちが図書館あるいは各研究室のコンピュー

ターで見て必要に応 じてプ リントアウトする

という図式が当然思い浮かぶ。その先はどう

か。10年 、20年 後の情報 システムに自分 自

身がっいていけるのかも少 し不安である。

私自身の過去を思い出 しながら原稿を書い

てはみたものの、研究の進め方や研究に対す

る考え方は各研究者によって大きく異なって
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